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議
員

現
在
、
大
神
地
区
に

あ
る
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
の

次
期
施
設
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
年
十
月
に
次
期
環
境
事

業
セ
ン
タ
ー
建
設
検
討
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
平
成
十
四

年
四
月
に
報
告
書
が
市
長
へ

提
出
さ
れ
た
。
市
は
こ
の
報

告
内
容
を
ど
う
認
識
し
、
検

討
を
進
め
て
き
た
の
か
。

環
境
部
長

同
検
討
委
員
会

が
検
討
し
て
い
た
当
時
は
、

ご
み
処
理
広
域
化
計
画
、
湘

南
市
構
想
等
の
不
確
定
な
要

素
が
多
か
っ
た
た
め
、
市
単

独
で
の
ご
み
処
理
を
前
提
と

し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
報
告
書
の
結
論
で
は
選

定
し
た
三
候
補
地
に
つ
い
て
、

「
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
や

市
町
村
合
併
等
の
社
会
情
勢
、

経
済
情
勢
、
市
民
意
識
の
変

化
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
て
総
合
的
に
判

断
す
べ
き
も
の
」
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
最
終
候
補

地
選
定
の
た
め
の
検
討
を
進

め
た
が
、
次
期
施
設
建
設
と

ご
み
処
理
広
域
化
計
画
と
の

整
合
を
図
る
必
要
性
か
ら
、

十
五
〜
十
六
年
度
の
二
年
間

で
秦
野
・
伊
勢
原
市
、大
磯
・

二
宮
町
と
と
も
に
ご
み
処
理

広
域
化
実
現
可
能
性
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。

議
員

こ
の
報
告
書
に
あ
る

三
候
補
地
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

環
境
部
長

庁
内
で
の
検
討

内
容
、
法
規
制
、
経
済
性
、

早
期
実
現
性
等
の
視
点
や
社

会
経
済
情
勢
等
を
総
合
的
に

判
断
す
る
と
い
ず
れ
も
建
設

適
地
と
す
る
こ
と
は
困
難
な

状
況
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ご
み
処
理
広
域
化
調
査

結
果
の
公
表
時
期
聞
く

議
員

本
年
三
月
に
三
市
二

町
に
よ
る
湘
南
西
ブ
ロ
ッ
ク

ご
み
処
理
広
域
化
実
現
可
能

性
調
査
の
中
間
報
告
が
あ
っ

た
が
、
結
果
の
公
表
時
期
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

本
年
十
二
月
を

目
途
に
調
査
結
果
を
取
り
ま

と
め
た
後
、
早
い
時
期
に
公

表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

中
間
報
告
に
は
広
域

化
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
三
市
二
町

の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、

本
市
と
二
町
の
枠
組
み
で
も

検
討
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
の
後
、
ど
う
方

残
し
た
。
こ
う
し
た
い
つ
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
豪
雨
に

対
し
て
は
、
被
害
を
最
小
限

度
に
食
い
止
め
る
た
め
の
予

報
、
救
出
等
の
仕
組
み
づ
く

り
が
重
要
と
考
え
る
。
ま
ず
、

本
市
の
自
主
防
災
組
織
の
活

動
状
況
を
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長

自
主
防
災

組
織
は
自
治
会
単
位
で
組
織

さ
れ
て
お
り
、
本
年
四
月
現

在
二
三
三
自
治
会
の
内
、
二

三
二
設
置
さ
れ
て
い
る
。
活

動
と
し
て
は
昨
年
度
、
職
員

の
派
遣
や
資
機
材
の
借
用
な

ど
、
訓
練
へ
の
支
援
要
請
が

議
員

本
年
七
月
に
北
信
越

地
方
な
ど
を
襲
っ
た
集
中
豪

雨
は
各
地
に
甚
大
な
被
害
を

あ
っ
た
一
三
五
の
自
主
防
災

組
織
に
お
い
て
、
備
蓄
資
機

材
の
取
り
扱
い
や
応
急
手
当

訓
練
等
を
実
施
し
た
。

議
員

こ
の
度
の
水
害
の
教

訓
と
し
て
避
難
勧
告
を
す
る

時
期
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、

早
め
の
勧
告
に
踏
み
切
れ
る

よ
う
独
自
に
基
準
を
定
め
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

防
災
安
全
部
長

土
砂
災
害

が
起
こ
り
や
す
い
箇
所
の
住

民
に
は
あ
ら
か
じ
め
周
知
し
、

日
常
で
は
聞
か
れ
な
い
異
常

音
や
振
動
に
対
し
て
は
、
自

ら
の
判
断
に
よ
り
避
難
す
る

よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。
ま

た
、
九
月
一
日
の
広
報
紙
で

は
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

全
戸
配
布
し
た
。
避
難
勧
告

の
判
断
は
、
河
川
に
設
置
し

て
あ
る
遠
隔
計
測
の
水
位
情

報
や
降
雨
情
報
に
よ
っ
て
行

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
水
防
団

員
に
よ
る
巡
視
情
報
も
勧
告

の
判
断
材
料
と
し
て
お
り
、

早
め
の
対
応
を
心
が
け
て
い

き
た
い
。

議
員

今
回
の
水
害
で
は
多

く
の
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
っ

て
い
る
。
本
市
で
は
災
害
弱

き
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
市

は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え

て
い
る
の
か
。

消
防
長

違
法
駐
車
の
問
題

議
員

駅
北
側
周
辺
は
、
住

宅
地
、
商
店
、
事
務
所
等
が

密
集
し
た
一
大
市
街
地
を
形

成
し
て
い
る
が
、
昼
夜
に
わ

た
り
、
違
法
駐
車
の
甚
だ
し

い
地
域
が
あ
る
。
万
が
一
、

こ
れ
ら
の
地
区
で
火
災
が
発

生
し
た
場
合
、
消
防
車
が
現

場
ま
で
到
着
す
る
こ
と
が
で

違法駐車等防止の啓発活動

向
づ
け
さ
れ
て
い
る
の
か
。

環
境
部
長

施
設
の
事
故
や

故
障
に
対
す
る
危
険
分
散
等

の
考
え
か
ら
、本
市
、大
磯
・

二
宮
町
の
一
市
二
町
と
秦
野
・

伊
勢
原
市
の
二
市
の
二
つ
の

枠
組
み
で
進
め
る
検
討
を
行

っ
て
い
る
。

県
域
の
廃
棄
物
処
理

新
法
人
設
立
で
対
応
は

議
員

本
年
七
月
初
旬
に
、

山
北
町
に
敷
地
を
確
保
し
て

一
般
廃
棄
物
と
産
業
廃
棄
物

を
一
括
処
理
す
る
た
め
の
法

人
が
設
立
さ
れ
た
と
の
報
道

が
あ
っ
た
。
神
奈
川
県
も
側

面
支
援
し
て
い
く
と
の
こ
と

だ
が
、
経
緯
を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

平
成
十
二
年
の

県
の
廃
棄
物
県
内
処
理
一
〇

〇
％
を
目
標
と
す
る
表
明
を

受
け
て
、
県
全
域
を
対
象
と

し
た
合
理
的
な
将
来
の
廃
棄

物
処
理
シ
ス
テ
ム
と
し
て
平

成
十
三
年
三
月
に
「
神
奈
川

県
廃
棄
物
処
理
対
策
―
全
体

構
想
―
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
主
体
と

な
っ
て
行
っ
た
研
究
の
成
果

を
踏
ま
え
、
廃
棄
物
の
総
合

的
な
資
源
化
、
適
正
処
理
シ

ス
テ
ム
を
民
間
の
手
で
具
体

化
す
る
エ
コ
ル
ー
プ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
構
想
が
ま
と
め
ら
れ

た
。
本
年
二
月
に
は
事
業
化

構
想
が
提
案
さ
れ
、
こ
の
七

月
に
事
業
主
体
と
な
る
株
式

会
社
エ
コ
ル
ー
プ
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
た
。

議
員

今
後
、
エ
コ
ル
ー
プ

セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託
の
可
能

性
お
よ
び
本
市
の
ご
み
処
理

広
域
化
計
画
と
の
整
合
性
を

ど
う
考
え
て
い
く
の
か
。

環
境
部
長

現
時
点
で
は
民

間
事
業
と
し
て
始
ま
っ
た
ば

か
り
の
た
め
、
今
後
の
展
開

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。
ブ

ロ
ッ
ク
内
の
ご
み
処
理
の
一

部
に
つ
い
て
、
同
社
を
活
用

し
広
域
化
計
画
に
組
み
込
む

こ
と
も
今
後
の
協
議
事
項
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

プ
ラ
ク
ル
４
月
開
始

焼
却
ご
み
が
減
少

議
員

本
年
四
月
か
ら
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
類
の
分

別
収
集
が
始
ま
り
、
環
境
事

業
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ま
れ

る
ご
み
の
量
は
減
少
し
て
い

る
と
聞
く
が
、
焼
却
ご
み
の

量
の
変
化
と
減
少
理
由
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

環
境
事
業
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
四
月
か
ら
八

月
の
五
か
月
間
の
焼
却
ご
み

の
累
計
量
は
、
三
万
四
九
七

七
�
で
あ
り
、
昨
年
同
期
と

の
比
較
で
約
八
・
八
％
減
少

し
て
い
る
。
減
少
の
主
な
要

因
に
つ
い
て
は
、
三
分
の
一

強
が
プ
ラ
ク
ル
の
分
別
に
よ

る
減
少
、
ほ
か
は
、
紙
・
ダ

ン
ボ
ー
ル
・
布
類
の
資
源
化

率
の
上
昇
に
よ
る
持
ち
込
み

量
の
減
少
と
考
え
て
い
る
。

議
員

市
内
で
は
本
年
一
〜

六
月
の
間
に
侵
入
盗
の
発
生

件
数
が
四
二
八
件
で
前
年
同

期
比
一
六
件
の
増
加
、
そ
の

内
、
空
き
巣
は
二
七
四
件
で

同
比
三
二
件
の
増
加
で
あ
っ

た
。
都
内
の
あ
る
自
治
体
で

は
街
路
灯
の
球
を
交
換
し
て

照
度
を
上
げ
た
り
、
カ
バ
ー

の
清
掃
等
を
実
施
し
た
結
果
、

空
き
巣
の
発
生
件
数
が
半
減

し
た
例
が
あ
る
。
本
市
も
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
防

犯
対
策
を
講
じ
て
は
ど
う
か
。

防
災
安
全
部
長

本
市
で
は

自
治
会
等
の
協
力
に
よ
り
、

各
家
庭
で
門
灯
や
玄
関
灯
を

夜
間
点
灯
さ
せ
て
犯
罪
や
事

故
の
発
生
を
未
然
に
防
ご
う

と
す
る
一
戸
一
灯
運
動
を
行

っ
て
い
る
。
現
在
、
市
内
に

は
市
と
自
治
会
管
理
の
防
犯

街
路
灯
は
合
わ
せ
て
約
一
万

三
〇
〇
〇
灯
設
置
し
て
あ
る

が
、
ま
ず
、
市
設
置
の
防
犯

街
路
灯
に
つ
い
て
順
次
照
度

を
上
げ
て
い
く
こ
と
を
検
討

し
た
い
。

者
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
ど

う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

防
災
安
全
部
長

災
害
要
援

護
者
の
安
全
な
避
難
対
策
と

し
て
は
、
日
頃
か
ら
接
し
て

い
る
隣
近
所
の
助
け
合
い
が

最
も
現
実
的
で
、
効
果
的
な

対
応
と
考
え
て
お
り
、
自
主

防
災
組
織
に
対
し
て
、
隣
保

互
助
に
よ
る
協
力
を
お
願
い

し
て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
研
修
に
お
い
て
、
災
害

要
援
護
者
の
実
情
を
理
解
し

た
対
応
の
必
要
性
を
取
り
上

げ
て
い
る
。

に
つ
い
て
は
苦
慮
し
て
お
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
消
防
車

が
現
場
ま
で
到
達
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
得
る
と
認
識
し

て
い
る
。
そ
の
際
に
は
、
火

災
現
場
付
近
の
活
動
環
境
や

状
況
に
よ
り
、
積
載
し
て
い

る
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
使
用

や
消
火
栓
の
活
用
な
ど
、
最

も
効
果
的
で
有
効
な
消
火
方

法
を
即
座
に
判
断
し
て
消
火

活
動
を
行
う
。

議
員

こ
れ
ら
の
違
法
駐
車

対
策
に
つ
い
て
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

消
防
長

違
法
駐
車
等
防
止

啓
発
員
の
配
置
な
ど
に
よ

り
、
違
法
駐
車
防
止
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
違
法
駐
車

が
特
に
多
い
夜
間
に
実
際
に

消
防
車
両
が
通
行
で
き
る

か
、
平
塚
警
察
署
と
合
同
で

検
証
す
る
こ
と
を
協
議
し
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
特
に
支

障
の
あ
る
場
所
に
つ
い
て
は
、

重
点
的
な
取
り
締
ま
り
を
お

願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

次
期
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
の
整
備

報
告
の
３
候
補
地
ど
う
判
断

建
設
検
討

委
員
会

中
心
市
街
地
の
違
法
駐
車

懸
念
さ
れ
る
消
防
活
動
へ
の
影
響

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

明
る
い
街
路
灯
で
防
犯
を
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概
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九
月
定
例
会
で
は
三
件
の

審
査
が
行
わ
れ
た
。

請
願
第
９
号
「
自
衛
隊
員

の
劣
化
ウ
ラ
ン
被
曝
調
査
を

求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を

求
め
る
請
願
に
つ
い
て
、
委

員
会
審
査
で
は
、
現
在
、
イ

ラ
ク
の
サ
マ
ー
ワ
に
自
衛
隊

員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
地
域
は
、
自
衛
隊
派
遣
前

の
オ
ラ
ン
ダ
の
調
査
で
は
、

ウ
ラ
ン
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、

米
軍
司
令
部
は
イ
ラ
ク
で
劣

化
ウ
ラ
ン
弾
を
使
用
し
て
い

る
こ
と
を
発
表
し
て
い
る
。

自
衛
隊
員
の
健
康
管
理
の
た

め
に
少
な
く
と
も
尿
検
査
は

行
う
べ
き
で
あ
り
、
本
請
願

は
採
択
と
し
た
い
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。
一
方
、
自
衛
隊

の
見
解
で
は
、
国
際
的
に
劣

化
ウ
ラ
ン
の
影
響
に
つ
い
て

の
見
解
は
出
て
い
な
い
た
め
、

健
康
診
断
に
は
劣
化
ウ
ラ
ン

の
診
査
は
含
め
て
い
な
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
医

師
の
話
で
は
、
相
当
な
量
だ

と
尿
検
査
で
分
か
り
、
ひ
ど

い
火
傷
の
症
状
が
現
れ
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
劣
化
ウ

ラ
ン
弾
の
影
響
等
が
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
中
で
、
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
は
疑

問
が
あ
る
の
で
、
本
請
願
は

不
採
択
と
し
た
い
と
い
う
意

見
が
あ
っ
た
。
採
決
し
た
結

果
、
不
採
択
と
す
べ
き
も
の

と
な
り
、
本
会
議
で
も
不
採

択
と
決
定
し
た
。

な
お
、「
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
の
見
直
し
を
求
め

る
意
見
書
」
提
出
を
求
め
る

請
願
お
よ
び
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
年
金
制
度
確
立
の
た
め

に
、
年
金
「
改
正
」
法
の
実

施
中
止
の
、
国
へ
の
意
見
書

提
出
を
求
め
る
請
願
は
、
継

続
審
査
と
決
定
し
た
。


